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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可変速再生可能な記録媒体からデータを読み出して一時メモリに記憶してから再生する
再生方法であって、
　前記記録媒体から再生される同期信号の有無を検出するステップと、
　前記同期信号を検出したときに読み出されるデータの連続性を判断するステップと、
　読み出されるデータに連続性があると判断された場合に、前記同期信号が検出された後
であり且つシステムクロックに同期した同期信号が生成される前の所定の期間以内に、前
記一時メモリに前記データを書き込むことを許可する第１の許可信号を出力するステップ
と、
を含む
　再生方法。
【請求項２】
　請求項１記載の再生方法であって、
　前記再生は、前記記録媒体から前記一時メモリに書き込まれたデータを読み出すステッ
プと、前記一時メモリに書き込みを行うステップとを非同期にして行われる
　再生方法。
【請求項３】
　請求項１記載の再生方法であって、
　前記データを書き込むことを許可する第１の許可信号を保持している間に、前記保持さ
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れた信号と一時メモリにデータを書き込むタイミングを示す信号との論理積をとるステッ
プと、
　前記論理積をとった信号の終了点から所定の期間以内に、前記一時メモリにデータを書
き込む動作を許可する第２の許可信号を出力するステップと、を更に含む
　再生方法。
【請求項４】
　可変速再生可能な記録媒体からデータを読み出して再生する再生装置であって、
　前記記録媒体から再生される同期信号の有無を検出する検出手段と、
　前記同期信号を検出したときに読み出されるデータに連続性があるか否かを判定する判
定手段と、
　前記記録媒体から読み出されるデータを一時的に記憶する一時メモリと、
　前記読み出されるデータに連続性があると判断された場合に、割込処理すること無しに
、前記同期信号が検出された後であり且つシステムクロックに同期した同期信号が生成さ
れる前の所定の期間以内に、前記一時メモリに前記データを書き込むことを許可する第１
の許可信号を出力する第１の許可信号手段と、
を含む
　再生装置。
【請求項５】
　請求項４記載の再生装置であって、
　前記第１の許可信号出力手段から出力された第１の許可信号に基づいて、前記一時メモ
リに前記記録媒体から読み出されるデータを書き込むとともに、前記一時メモリから読み
出されるデータを再生するために、
　前記データの書き込みとは非同期に、前記一時メモリからデータを読み出すメモリ制御
手段を更に含む
　再生装置。
【請求項６】
　請求項５記載の再生装置であって、
　前記メモリ制御手段は、
　前記第１の許可信号を保持する保持手段と、
　前記保持手段よって保持された信号と前記一時メモリにデータを書き込み可能なタイミ
ングを示す書き込み、同期信号との論理積を取得する論理積手段と、
　前記論理積手段から出力される信号の終了後に所定期間前記一時メモリにデータを書き
込む動作を許可する第２の許可信号を出力する第２の許可信号出力手段と、
を含む
　再生装置。
【請求項７】
　可変速再生可能な記録媒体からデータを読み出して一時メモリに記憶してから再生する
再生方法であって、
　前記記録媒体から再生される同期信号の有無を検出するステップと、
　前記同期信号を検出したときに読み出されるデータの連続性を判断するステップと、
　読み出されるデータに連続性があると判断された場合に前記一時メモリに前記データを
書き込むことを許可する第１の許可信号を出力するステップと、
　前記データを書き込むことを許可する第１の許可信号を保持している間に、前記保持さ
れた信号と前記一時メモリにデータを書き込むタイミングを示す信号との論理積をとるス
テップと、
　前記論理積をとった信号の後縁から所定期間、前記一時メモリにデータを書き込む動作
を許可する第２の許可信号を出力するステップと、
を含む
　再生方法。
【請求項８】
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　請求項７記載の再生方法であって、
　前記再生は、前記記録媒体から前記一時メモリに書き込まれたデータを読み出すステッ
プと、前記一時メモリに書き込みを行うステップとを非同期にして行われる
　再生方法。
【請求項９】
　可変速再生可能な記録媒体からデータを読み出して再生する再生装置であって、
　前記記録媒体から再生される同期信号の有無を検出する検出手段と、
　前記同期信号を検出したときに読み出されるデータに連続性があるか否かを判定する判
定手段と、
　前記記録媒体から読み出されるデータを一時的に記憶する一時メモリと、
　前記読み出されるデータに連続性があると判断された場合に割込処理すること無しに前
記一時メモリに前記データを書き込むことを許可する第１の許可信号を出力する第１の許
可信号手段と、
　前記第１の許可信号出力手段から出力された第１の許可信号に基づいて、前記一時メモ
リに前記記録媒体から読み出されるデータを書き込むとともに、前記一時メモリから読み
出されるデータを再生するために、前記データの書き込みとは非同期に、前記一時メモリ
からデータを読み出すメモリ制御手段と、
を含み、
　前記メモリ制御手段は、
　前記第１の許可信号を保持する保持手段と、
　前記保持手段よって保持された信号と前記一時メモリにデータを書き込み可能なタイミ
ングを示す書き込み同期信号との論理積を取得する論理積手段と、
　前記論理積手段から出力される信号の後縁から所定期間前記一時メモリにデータを書き
込む動作を許可する第２の許可信号を出力する第２の許可信号出力手段と、を含む
　再生装置。
【請求項１０】
　可変速再生可能な記録媒体からデータを読み出して再生する再生装置であって、
　前記記録媒体から再生される同期信号の有無を検出する検出部と、
　前記同期信号を検出したときに読み出されるデータに連続性があるか否かを判定する判
定部と、
　前記記録媒体から読み出されるデータを一時的に記憶する一時メモリと、
　前記読み出されるデータに連続性があると判断された場合に割込処理すること無しに前
記一時メモリに前記データを書き込むことを許可する第１の許可信号を出力する第１の許
可信号部と、
　前記第１の許可信号出力部から出力された第１の許可信号に基づいて、前記一時メモリ
に前記記録媒体から読み出されるデータを書き込むとともに、前記一時メモリから読み出
されるデータを再生するために、前記データの書き込みとは非同期に、前記一時メモリか
らデータを読み出すメモリ制御部と、
を含み、
　前記メモリ制御部は、
　前記第１の許可信号を保持する保持部と、
　前記保持部よって保持された信号と前記一時メモリにデータを書き込み可能なタイミン
グを示す書き込み同期信号との論理積を取得する論理積部と、
　前記論理積部から出力される信号の後縁から所定期間前記一時メモリにデータを書き込
む動作を許可する第２の許可信号を出力する第２の許可信号出力部と、を含む
　再生装置。
【請求項１１】
　可変速再生可能な記録媒体からデータを読み出して再生する再生装置であって、
　前記記録媒体から再生される同期信号の有無を検出する検出部と、
　前記同期信号を検出したときに読み出されるデータに連続性があるか否かを判定する判
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定部と、
　前記記録媒体から読み出されるデータを一時的に記憶する一時メモリと、
　前記読み出されるデータに連続性があると判断された場合に、割込処理すること無しに
、前記同期信号が検出された後であり且つシステムクロックに同期した同期信号が生成さ
れる前の所定の期間以内に、前記一時メモリに前記データを書き込むことを許可する第１
の許可信号を出力する第１の許可信号部と、
を含む
　再生装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えば、変動する駆動速度で駆動される記録媒体からデータを読み出して、読
み出しタイミングとは異なる所定周期で発生する一時記憶手段への記憶タイミングでデー
タを一時記憶手段に記憶してから再生する再生方法および再生装置に適用することができ
る。
【０００２】
【従来の技術】
従来、記録媒体に記録されたオーディオデータを再生する際に装置に加わった振動によっ
て記録媒体からのデータの読み取りが中断することで読み取りの不連続が発生してオーデ
ィオデータの再生中断が起こることを防止する技術として、例えば、スピンドルモータを
通常のオーディオデータの再生に必要な回転速度よりも高速で回転させて光ピックアップ
により読み取った記録媒体上のデータを信号処理部により信号処理してオーディオデータ
としてＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）コントローラを通して一旦
バッファＲＡＭに蓄えておく。このようにしておくことで読み取りの不連続が発生したと
きでもオーディオデータを連続して所定速度で読み出すようにマイクロコンピュータが制
御する方式があった。
【０００３】
ところが、ディスクからの再生ＲＦ信号から抽出されるクロックに同期したフレーム同期
信号（以下、「ＳＣＯＲ信号」という。）と水晶系クロックに同期したフレーム同期信号
（以下、「ＧＲＳＣＯＲ信号」という。）との間にジッターがある場合に、マイクロコン
ピュータはＧＲＳＣＯＲ信号を基準としてメモリコントローラに対するＸＱＯＫ信号を生
成して、バッファＲＡＭへのデータ書き込み開始および停止を制御していた。
【０００４】
また、図６Ａ、図６Ｄに示すようにメモリコントローラではＧＲＳＣＯＲ信号の後縁を基
準にしてバッファＲＡＭへの書き込み制御を開始する必要がある。そのため図５に示すよ
うな回路によって従来はバッファＲＡＭへのデータ書き込みを許可する制御信号の生成を
していた。
【０００５】
図５に示したように、マイクロコンピュータ１２は割込信号入力端子（ＩＮＴ）に加えら
れる水晶系クロックに同期したフレーム同期信号ＧＲＳＣＯＲ信号がハイレベルとなった
ことを検出する図６Ｂに示すＸＱＯＫ信号を生成する。
【０００６】
ＸＱＯＫ信号は反転（ＮＯＴ）回路７ａによって論理反転された後にアンド（ＡＮＤ）回
路７ｂの一方の入力端子に入力される。またアンド（ＡＮＤ）回路７ｂの他方の入力端子
にはＧＲＳＣＯＲ信号が入力される。アンド（ＡＮＤ）回路７ｂではＧＲＳＣＯＲ信号と
ＸＱＯＫ信号との論理積を取りその結果がラッチ回路７ｃに入力される。ラッチ回路７ｃ
の出力はアンド（ＡＮＤ）回路７ｄの一方の入力端子に入力される。またアンド（ＡＮＤ
）回路７ｄの他方の入力端子にはＧＲＳＣＯＲ信号が入力される。アンド（ＡＮＤ）回路
７ｄにおいてラッチ出力とＧＲＳＣＯＲ信号との論理積を取りその結果がタイマ回路７ｅ
に入力される。
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【０００７】
タイマ回路７ｅからはメモリ書き込み制御ブロック７ｆが動作を開始する許可信号が出力
され、この許可信号に基づいてメモリ書き込み制御ブロック７ｆはバッファＲＡＭ８に対
してデータの書き込みを制御する。また、タイマ回路７ｅから出力される許可信号はラッ
チ回路７ｃのリセット入力端子（Ｒ）に入力され、ラッチ回路７ｃは出力をネゲート（ｎ
ｅｇａｔｅ）する。
【０００８】
この場合、図６Ａ、図６Ｂ、図６Ｃ、図６Ｄの従来のバッファＲＡＭへのデータ書き込み
タイミングの生成のタイミングチャートに示すように、マイクロコンピュータは、ＧＲＳ
ＣＯＲ信号がハイレベルのＴ４の期間にＴ５の期間だけアクティブロー（Ａｃｔｉｖｅ　
Ｌｏｗ）となる、マイクロコンピュータがＲＡＭコントローラに対してデータ書き込みを
許可する許可信号（以下、「ＸＱＯＫ信号」という。）を生成してＲＡＭコントローラに
送らなければならない。このため、マイクロコンピュータは割り込み端子（ＩＮＴ）によ
り割り込み処理でＧＲＳＣＯＲ信号を取り込み、その後直ちに上述した厳格なタイミング
でＸＱＯＫ信号を送ることが要求されていた。
【０００９】
図７に、従来のバッファＲＡＭへのデータ書き込みタイミング生成の動作のフローチャー
トを示す。図７において、ステップＳ１１でマイクロコンピュータはＳＣＯＲ信号が入力
されたときに、ステップＳ１２へ進み信号処理部からサブコードＱのデータを取り込む。
ステップＳ１３でマイクロコンピュータは取り込んだサブコードＱのデータからアドレス
の連続性をチェックし、アドレスが不連続のときはステップＳ１１のＳＣＯＲ信号の有無
を判断した後にステップＳ１２のサブコードＱのデータ取り込みおよびステップＳ１３の
アドレス連続性チェックを繰り返し、アドレスが連続のときはステップＳ１４へ進み割り
込み処理が発生しているか否かを判断する。
【００１０】
ステップＳ１４で割り込み処理が発生しているときは、ステップＳ１５へ進みＧＲＳＣＯ
Ｒ信号はハイレベルであるか否かを判断する。ＧＲＳＣＯＲ信号がハイレベルであるとき
は、ステップＳ１６へ進みマイクロコンピュータはＲＡＭコントローラに対してデータ書
き込みを許可するＸＱＯＫ信号を送る。ＸＱＯＫ信号の生成のタイミングは上述した図６
Ａ、図６Ｂに示したとおりである。なお、ステップＳ１５でＧＲＳＣＯＲ信号がハイレベ
ルでないときはステップＳ１７へ進み別の割り込み処理を行う。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
上述したように、従来の装置に加わった振動によって記録媒体からのデータの読み取りが
中断することで読み取りの不連続が発生してオーディオデータの再生中断が起こることを
防止する技術においては、マイクロコンピュータがＲＡＭコントローラに対してデータ書
き込みを許可するＸＱＯＫ信号を送ることができるタイミングが厳しく制限されていた。
このため、マイクロコンピュータは、割り込み処理のための割り込みポートを必要とし、
ソフトウエア上も制限が加わって他の処理に影響を及ぼしかねないという不都合があった
。
【００１２】
本発明は以上の点を考慮してなされたもので、オーディオデータの再生中断防止技術にお
いて、マイクロコンピュータがＲＡＭコントローラに対してデータ書き込みを許可する許
可信号のタイミング生成を緩やかにする再生方法および再生装置を提案しようとするもの
である。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
　かかる課題を解決するため本発明の再生方法は、可変速再生可能な記録媒体からデータ
を読み出して一時メモリに記憶してから再生する再生方法であって、
　前記記録媒体から再生される同期信号の有無を検出するステップと、
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　前記同期信号を検出したときに読み出されるデータの連続性を判断するステップと、
　読み出されるデータに連続性があると判断された場合に、前記同期信号が検出された後
であり且つシステムクロックに同期した同期信号が生成される前の所定の期間以内に、前
記一時メモリに前記データを書き込むことを許可する第１の許可信号を出力するステップ
と、を含むものである。
【００１４】
　更に、本発明の再生装置は、可変速再生可能な記録媒体からデータを読み出して再生す
る再生装置であって、
　前記記録媒体から再生される同期信号の有無を検出する検出手段と、
　前記同期信号を検出したときに読み出されるデータに連続性があるか否かを判定する判
定手段と、
　前記記録媒体から読み出されるデータを一時的に記憶する一時メモリと、
　前記読み出されるデータに連続性があると判断された場合に、割込処理すること無しに
、前記同期信号が検出された後であり且つシステムクロックに同期した同期信号が生成さ
れる前の所定の期間以内に、前記一時メモリに前記データを書き込むことを許可する第１
の許可信号を出力する第１の許可信号手段と、
を含むものである。
　また、本発明の再生方法は、可変速再生可能な記録媒体からデータを読み出して一時メ
モリに記憶してから再生する再生方法であって、
　前記記録媒体から再生される同期信号の有無を検出するステップと、
　前記同期信号を検出したときに読み出されるデータの連続性を判断するステップと、
　読み出されるデータに連続性があると判断された場合に前記一時メモリに前記データを
書き込むことを許可する第１の許可信号を出力するステップと、
　前記データを書き込むことを許可する第１の許可信号を保持している間に、前記保持さ
れた信号と前記一時メモリにデータを書き込むタイミングを示す信号との論理積をとるス
テップと、
　前記論理積をとった信号の後縁から所定期間、前記一時メモリにデータを書き込む動作
を許可する第２の許可信号を出力するステップと、
を含むものである。
　また、本発明の再生装置は、可変速再生可能な記録媒体からデータを読み出して再生す
る再生装置であって、
　前記記録媒体から再生される同期信号の有無を検出する検出手段と、
　前記同期信号を検出したときに読み出されるデータに連続性があるか否かを判定する判
定手段と、
　前記記録媒体から読み出されるデータを一時的に記憶する一時メモリと、
　前記読み出されるデータに連続性があると判断された場合に割込処理すること無しに前
記一時メモリに前記データを書き込むことを許可する第１の許可信号を出力する第１の許
可信号手段と、
　前記第１の許可信号出力手段から出力された第１の許可信号に基づいて、前記一時メモ
リに前記記録媒体から読み出されるデータを書き込むとともに、前記一時メモリから読み
出されるデータを再生するために、前記データの書き込みとは非同期に、前記一時メモリ
からデータを読み出すメモリ制御手段と、
を含み、
　前記メモリ制御手段は、
　前記第１の許可信号を保持する保持手段と、
　前記保持手段よって保持された信号と前記一時メモリにデータを書き込み可能なタイミ
ングを示す書き込み同期信号との論理積を取得する論理積手段と、
　前記論理積手段から出力される信号の後縁から所定期間前記一時メモリにデータを書き
込む動作を許可する第２の許可信号を出力する第２の許可信号出力手段と、を含むもので
ある。
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　また、本発明の再生装置は、可変速再生可能な記録媒体からデータを読み出して再生す
る再生装置であって、
　前記記録媒体から再生される同期信号の有無を検出する検出部と、
　前記同期信号を検出したときに読み出されるデータに連続性があるか否かを判定する判
定部と、
　前記記録媒体から読み出されるデータを一時的に記憶する一時メモリと、
　前記読み出されるデータに連続性があると判断された場合に割込処理すること無しに前
記一時メモリに前記データを書き込むことを許可する第１の許可信号を出力する第１の許
可信号部と、
　前記第１の許可信号出力部から出力された第１の許可信号に基づいて、前記一時メモリ
に前記記録媒体から読み出されるデータを書き込むとともに、前記一時メモリから読み出
されるデータを再生するために、前記データの書き込みとは非同期に、前記一時メモリか
らデータを読み出すメモリ制御部と、
を含み、
　前記メモリ制御部は、
　前記第１の許可信号を保持する保持部と、
　前記保持部よって保持された信号と前記一時メモリにデータを書き込み可能なタイミン
グを示す書き込み同期信号との論理積を取得する論理積部と、
　前記論理積部から出力される信号の後縁から所定期間前記一時メモリにデータを書き込
む動作を許可する第２の許可信号を出力する第２の許可信号出力部と、を含むものである
。
　また、本発明の再生装置は、可変速再生可能な記録媒体からデータを読み出して再生す
る再生装置であって、
　前記記録媒体から再生される同期信号の有無を検出する検出部と、
　前記同期信号を検出したときに読み出されるデータに連続性があるか否かを判定する判
定部と、
　前記記録媒体から読み出されるデータを一時的に記憶する一時メモリと、
　前記読み出されるデータに連続性があると判断された場合に、割込処理すること無しに
、前記同期信号が検出された後であり且つシステムクロックに同期した同期信号が生成さ
れる前の所定の期間以内に、前記一時メモリに前記データを書き込むことを許可する第１
の許可信号を出力する第１の許可信号部と、
を含むものである。
【００１５】
本発明の再生装置によれば、以下の作用をする。
再生手段は同期信号及びアドレス情報を含むデジタル信号が記録されたディスクを再生す
る。抽出手段は再生手段により再生されたデジタル信号から同期信号を抽出する。信号処
理手段は再生手段により再生されたデジタル信号をデコードする。
【００１６】
検知手段は抽出手段にて抽出された同期信号が入力されたときに、信号処理手段からアド
レス情報を取り込む。検知手段は取り込んだアドレス情報からアドレスの連続性をチェッ
クし、アドレスが不連続のときはアドレス情報取り込みおよびアドレス連続性チェックを
繰り返し、アドレスが連続のときはメモリ手段への信号処理手段から出力されるデジタル
信号の取り込みを許可する許可信号を生成する。
【００１７】
ここで、検知手段は、アドレス情報の連続性をチェックして、データの連続性が乱れてい
ない場合には、許可信号を生成するが、そのタイミングは抽出手段にて抽出された同期信
号の後であって同期信号生成手段にて生成した同期信号が最も速く来るタイミングより手
前でありさえすればよい。
【００１８】
このとき、抽出手段にて抽出された同期信号と同期信号生成手段にて生成した同期信号と
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の間のジッターの幅よりも手前の任意のタイミングとなる。このため、検知手段は同期信
号生成手段にて生成した同期信号を取り込んだり、監視したりすることなく、アドレス情
報の連続性の処理が終わったら、任意のタイミングで許可信号を生成すればよい。
【００１９】
【発明の実施の形態】
以下、適宜図面を参照しながら本発明の実施の形態のデータ再生装置について詳述する。
図１は、本発明の実施の形態のデータ再生装置の構成を示すブロック図である。
本実施の形態のデータ再生装置は、オーディオデータが記録された光ディスク１と、光デ
ィスク１を回転駆動させるスピンドルモータ２と、光ディスク１に再生のためのレーザー
ビームを照射する光ピックアップ３と、光ピックアップ３により照射されたレーザービー
ムのうちの光ディスク１からの反射光を検出して後段の信号処理が可能となるように加算
または減算して増幅してＲＦ信号、フォーカスサーボ信号、トラッキングサーボ信号、ス
ピンドルサーボ信号を生成するプリアンプ４と、プリアンプ４により生成されたフォーカ
スサーボ信号、トラッキングサーボ信号、スピンドルサーボ信号に基づいて光ピックアッ
プ３の２軸アクチュエータのフォーカスコイルおよびトラッキングコイルを駆動させ、ス
ピンドルモータ２を駆動させるサーボ回路５とを有して構成される。
【００２０】
また、本実施の形態のデータ再生装置は、プリアンプ４により生成されたＲＦ信号からク
ロックを抽出して、ＲＦ信号にＥＦＭ（８－１４変調）デコード、誤り訂正、補間及びサ
ブコードデコード等の処理を施す信号処理部６と、信号処理部６により信号処理を施され
たデータをバッファＲＡＭ８に対して書き込みまたは読み出しの制御を行うＲＡＭコント
ローラ７と、高速再生されたデータを一旦記憶して所定レートで読み出すために用いられ
るバッファＲＡＭ８と、バッファＲＡＭ８から読み出されたデータをアナログ信号に変換
するＤＡＣ（Ｄ／Ａコンバータ）９と、変換されたアナログ信号のうちの所定周波数領域
のみを取り出すＬＰＦ（Ｌｏｗ　Ｐａｓｓ　Ｆｉｌｔｅｒ）１０とを有して構成される。
【００２１】
また、本実施の形態のデータ再生装置は、所定周波数の水晶等の発振器によりクロックを
生成して、信号処理部６、ＲＡＭコントローラ７、ＤＡＣ９に対してクロック信号を供給
するクロック生成手段１１と、サーボ回路５、信号処理部６およびＲＡＭコントローラ７
に対して制御信号を供給してその動作を制御するマイクロコンピュータ１２と、動作モー
ドや再生トラック番号等を表示する表示部１３と、動作の指示等を入力可能なキー１４と
を有して構成される。
【００２２】
なお、信号処理部６は、所定の信号復調処理によりＲＦ信号からサブコードＱを取り出し
てマイクロコンピュータ１２に供給する。また、信号処理部６は、再生ＲＦ信号からＰＬ
Ｌ（Ｐｈａｓｅ　Ｌｏｃｋｅｄ　Ｌｏｏｐ）回路により抽出されるクロックに同期したフ
レーム同期信号ＳＣＯＲ信号を生成してマイクロコンピュータ１２に供給すると共に、水
晶系クロックに同期したフレーム同期信号ＧＲＳＣＯＲ信号を生成する。また、マイクロ
コンピュータ１２はＲＡＭコントローラ７に対してバッファＲＡＭ８へのデータ書き込み
許可信号ＸＱＯＫ信号を送る。
【００２３】
なお、光ピックアップ３は、同期信号及びアドレス情報を含むデジタル信号が記録された
ディスクを再生する再生手段を構成する。
【００２４】
また、信号処理部６のＰＬＬ回路は、光ピックアップ３により再生されたデジタル信号か
ら同期信号を抽出する抽出手段を構成する。
【００２５】
また、信号処理部６は、光ピックアップ３により再生されたデジタル信号をデコードする
信号処理手段を構成する。
【００２６】
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また、クロック生成手段１１は、任意の周波数を発生するクロック生成手段を構成する。
【００２７】
また、信号処理部６は、クロック生成手段１１にて発生した任意のクロックに基づいて同
期信号ＧＲＳＣＯＲを生成する同期信号生成手段を構成する。
【００２８】
また、バッファＲＡＭ８は、信号処理部６から出力されるデジタル信号を一旦蓄積するメ
モリ手段を構成する。
【００２９】
また、マイクロコンピュータ１２は、信号処理部６のＰＬＬ回路にて抽出された同期信号
ＳＣＯＲに基づいて、信号処理部６にてデコードされたデジタル信号に含まれるアドレス
情報（Ｓｕｂ　Ｃｏｄｅ　Ｑ）を取り込み連続性を検知する検知手段を構成する。
【００３０】
また、マイクロコンピュータ１２は、信号処理部６のＰＬＬ回路にて抽出された同期信号
ＳＣＯＲが得られるタイミングから信号処理部６にて生成した同期信号ＧＲＳＣＯＲが得
られるまでの期間にマイクロコンピュータ１２にてアドレス情報（サブコードＱ）の連続
性が確認できた場合にバッファＲＡＭ８への信号処理部６から出力されるデジタル信号の
取り込みを許可する許可信号ＸＱＯＫ信号を生成するように構成される。
【００３１】
図２は、図１に示した本実施の形態のうちの発明の要素となる部分を抜き出して示してい
る。
図２において、反転（ＮＯＴ）回路７ａ、ラッチ回路７ｃ、アンド（ＡＮＤ）回路７ｄ、
タイマ回路７ｅ、メモリ書き込み制御ブロック７ｆは、図１におけるＲＡＭコントローラ
７の一部であり、その他の回路はそれぞれ図１の対応する番号の回路に相当している。
【００３２】
このように構成された本実施の形態の再生装置の動作を以下に説明する。
図１において、光ディスク１に記録された信号は光ピックアップ３からのレーザービーム
の照射により読み出され、プリアンプ４を通っていわゆるＲＦ信号となる。ＲＦ信号は信
号処理部６にてＥＦＭデコード、誤り訂正、補間及びサブコードデコード等の処理を施さ
れ、そのメインデータであるオーディオデータ出力はＲＡＭコントローラ７を介してバッ
ファＲＡＭ８に蓄えられる。
【００３３】
なお、ここまでのデータ転送レートは、サーボ回路５からの駆動信号によりスピンドルモ
ータ２を回転制御することにより、例えば、ディスク１を通常回転よりも速い速度で回す
可変速回転手段により、最終的な再生出力より高いレートで再生オーディオデータのバッ
ファＲＡＭ８への書き込みが行われるものとする。
【００３４】
バッファＲＡＭ８に蓄えられたオーディオデータは再びＲＡＭコントローラ７により通常
の再生レートで読み出され、ＤＡＣ９によりアナログ信号に変換され、ＬＰＦ１０により
所定周波数領域のみが取り出されて、オーディオ出力となる。
【００３５】
ここで、例えば、外乱等により、サーボ系が乱されることにより、再生信号がとぎれたと
き、すなわち、第１に光ピックアップ３によるフォーカスサーボが外れた場合、第２に信
号処理部６の信号復調処理でＲＦ信号から取り出されるサブコードＱが不連続となった場
合、第３に信号処理部６のＰＬＬ回路が一定時間以上不安定となった場合、第４に信号処
理部６の補間処理のフラグが立った場合には、マイクロコンピュータ１２が各状態をモニ
ターすることにより、マイクロコンピュータ１２はＲＡＭコントローラ７によるバッファ
ＲＡＭ８へのオーディオデータの書き込みを中断するように制御する。
【００３６】
そして、マイクロコンピュータ１２はサーボ系を復帰させた後に、再生信号がとぎれた直
前のバッファＲＡＭ８上のオーディオデータ書き込みアドレスへＲＡＭコントローラ７に
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よりアクセスし、そのポイントから書き込みを再開するように制御する。
【００３７】
これにより、バッファＲＡＭ８に蓄えられたオーディオデータが空にならない限り、連続
した再生出力が得られることになる。もちろん、この場合、バッファＲＡＭ８に蓄えられ
たオーディオデータが、バッファＲＡＭ８の記録容量一杯になった場合には、マイクロコ
ンピュータ１２はＲＡＭコントローラ７によるオーディオデータの書き込みを中断してポ
ーズ動作等に入る必要がある。
【００３８】
しかし、実際には、信号処理部６に入力されるＲＦ信号は、ディスク１の回転むら等を含
んだＰＬＬ系クロックに同期しているのに対して、ＲＡＭコントローラ７へ出力されるメ
インデータは水晶系クロック同期であるため、両者間にはジッターが存在し、バッファＲ
ＡＭ８へのデータ書き込みを再開するタイミングを上述のようにサブコードＱのアドレス
に依存した場合、つなぎエラーによるデータの欠落または重複が発生することになる。
【００３９】
これを防ぐため、ＰＬＬ系クロックに同期したフレーム同期信号ＳＣＯＲ信号の他に水晶
系クロックに同期したフレーム同期信号ＧＲＳＣＯＲ信号を作り出して、これを基準とし
てマイクロコンピュータ１２はＲＡＭコントローラ７によるバッファＲＡＭ８へのデータ
書き込みの開始または停止を制御している。
【００４０】
ここで、図３Ａ、図３Ｂ、図３Ｃ、図３Ｄ、図３Ｅ、図３Ｆ、図３Ｇの本実施の形態のバ
ッファＲＡＭへのデータ書き込みタイミングの生成のタイミングチャートに示すマイクロ
コンピュータ１２は、図３Ｂに示すサブコードＱをチェックする。サブコードＱのチェッ
クによってデータの連続性が乱れていないと判断される場合には、マイクロコンピュータ
１２はＲＡＭコントローラ７によるバッファＲＡＭ８へのデータ書き込み許可信号ＸＱＯ
Ｋ信号（図３Ｃ）を送るが、そのタイミングは図３Ａに示すＳＣＯＲ信号のハイレベルに
なる後であって図３Ｅに示すＧＲＳＣＯＲ信号が図３ＡのＳＣＯＲ信号との間でのジッタ
を考慮した場合に最も速くハイレベルになるタイミングより手前のＴ１以内でありさえす
ればよい。
【００４１】
このとき、図３Ａに示すＳＣＯＲ信号と図３Ｅに示すＧＲＳＣＯＲ信号との間のジッター
の幅をＴ２としたとき、Ｔ１はＴ２よりも手前の任意のタイミングでＴ３＞０となる。
【００４２】
このため、マイクロコンピュータ１２はＧＲＳＣＯＲ信号を取り込んだり、監視したりす
ることなく、サブコードＱの処理が終わったら、任意のタイミングで許可信号ＸＱＯＫ信
号を送ればよい。このため、マイクロコンピュータ１２は割り込み端子１２ａ（ＩＮＴ）
が不要となり、割り込み処理でＧＲＳＣＯＲ信号を取り込む必要もなく、厳格なタイミン
グでＸＱＯＫ信号を送る必要が無くなった。
【００４３】
なお、ＧＲＳＣＯＲ信号のタイミングは、予め処理条件の設定により、または信号処理部
６からの出力データの所定のサンプリングにより、マイクロコンピュータ１２が予め各条
件を認識することにより、上述したＴ１，Ｔ２，Ｔ３のタイミングは容易に認識すること
ができる。
【００４４】
更に詳細な動作を図２を用いて説明する。
図２において、マイクロコンピュータ１２の入力ポート（Ｐｏｒｔ）にはＳＣＯＲ信号が
入力されており、マイクロコンピュータ１２はＳＣＯＲ信号に基づいてサブコードＱ信号
を評価してアドレスの連続性が確認できた場合にはＸＱＯＫ信号を出力する。
【００４５】
反転（ＮＯＴ）回路７ａでマイクロコンピュータ１２が出力するＸＱＯＫ信号を反転して
、ラッチ回路７ｃのセット入力（Ｓ）にＸＱＯＫ信号がラッチされる。ラッチ回路７ｃに
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ＸＱＯＫ信号がラッチされることによってラッチ回路７ｃのＱ出力がアサートされ、アン
ド（ＡＮＤ）回路７ｄによるＧＲＳＣＯＲ信号のゲートが開くことになる。
【００４６】
このＧＲＳＣＯＲ信号のゲートが開いている間にＧＲＳＣＯＲ信号がアサートされると、
ＧＲＳＣＯＲ信号の後縁からタイマ回路７ｅが所定期間にメモリ書き込み制御ブロック７
ｆへの許可信号をＱ出力から出力する。
【００４７】
また、ラッチ回路７ｃは、リセット端子（Ｒ）に入力される次のＳＣＯＲ信号によってリ
セットされ、ＧＲＳＣＯＲ信号に対するゲートは閉じることになり、以降同様の動作を繰
り返すことになる。
【００４８】
図４に、本実施の形態のバッファＲＡＭへのデータ書き込みタイミング生成の動作のフロ
ーチャートを示す。図４において、ステップＳ１でマイクロコンピュータ１２はＳＣＯＲ
信号が入力されたときに、ステップＳ２へ進み信号処理部６からサブコードＱのデータを
取り込む。ステップＳ３でマイクロコンピュータ１２は取り込んだサブコードＱのデータ
からアドレスの連続性をチェックし、アドレスが不連続のときはステップＳ１のＳＣＯＲ
信号の有無を判断した後にステップＳ２のサブコードＱのデータ取り込みおよびステップ
Ｓ３のアドレス連続性チェックを繰り返し、アドレスが連続のときはステップＳ４へ進み
マイクロコンピュータ１２はＲＡＭコントローラ７に対してデータ書き込みを許可するＸ
ＱＯＫ信号を送る。ＸＱＯＫ信号の生成のタイミングは上述した図３Ａ、図３Ｂ、図３Ｃ
に示したとおりである。
【００４９】
本実施の形態の再生装置は、同期信号及びアドレス情報を含むデジタル信号が記録された
ディスクを再生する再生手段としての光ピックアップ３と、光ピックアップ３により再生
されたデジタル信号から同期信号ＳＣＯＲを抽出する抽出手段としての信号処理部６のＰ
ＬＬ回路と、光ピックアップ３により再生されたデジタル信号をデコードする信号処理手
段としての信号処理部６と、任意の周波数を発生するクロック生成手段としてのクロック
生成手段１１と、クロック生成手段１１にて発生した任意のクロックに基づいて同期信号
ＧＲＳＣＯＲを生成する同期信号生成手段としての信号処理部６と、信号処理部６から出
力されるデジタル信号を一旦蓄積するメモリ手段としてのバッファＲＡＭ８と、信号処理
部６のＰＬＬ回路にて抽出された同期信号ＳＣＯＲに基づいて、信号処理部６にてデコー
ドされたデジタル信号に含まれるアドレス情報（サブコードＱ）を取り込み連続性を検知
する検知手段としてのマイクロコンピュータ１２とを備え、信号処理部６のＰＬＬ回路に
て抽出された同期信号ＳＣＯＲが得られるタイミングから信号処理部６にて生成した同期
信号ＧＲＳＣＯＲが得られるまでの期間Ｔ１にマイクロコンピュータ１２にてアドレス情
報（サブコードＱ）の連続性が確認できた場合にバッファＲＡＭ８への信号処理部６から
出力されるデジタル信号の取り込みを許可する許可信号ＸＱＯＫを生成するので、許可信
号ＸＱＯＫの生成のタイミングの自由度を広げることができ、さらに、許可信号のタイミ
ング管理が緩やかになるので割り込み処理が不要となり構成および処理を簡単化すること
ができる。
【００５０】
また、本実施の形態の再生装置は、上述において、信号処理部６のＰＬＬ回路にて抽出さ
れた同期信号ＳＣＯＲと信号処理部６にて生成した同期信号ＧＲＳＣＯＲとの間のジッタ
ーの幅があるときに許可信号ＸＱＯＫの生成を行うので、バッファＲＡＭ８によりジッタ
ーを吸収する幅を考慮した場合においても、許可信号のタイミング管理を緩やかにするこ
とができる。
【００５１】
また、本実施の形態の再生装置は、上述において、信号処理部６のＰＬＬ回路にて抽出さ
れた同期信号ＳＣＯＲと信号処理部６にて生成した同期信号ＧＲＳＣＯＲとの間のジッタ
ーがないときに許可信号ＸＱＯＫの生成を行うので、信号処理部６もクロック生成手段１
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１から供給されるクロック信号ではなくＰＬＬ回路にて抽出されたクロック信号で動作し
ていて、信号処理部６のＰＬＬ回路にて抽出された同期信号ＳＣＯＲと信号処理部６にて
生成した同期信号ＧＲＳＣＯＲとが同期している場合においても、許可信号のタイミング
管理を緩やかにすることができる。
【００５２】
なお、上述した本実施の形態においては、光ディスク１は、ＣＤ（コンパクトディスク）
である例を示したが、他の光ディスク、例えば、ミニディスク（ＭＤ）、ディジタルバー
サタイルディスク（ＤＶＤ）、書き換え型のＣＤ－ＲＷ、光磁気ディスク（ＭＯ）であっ
ても良い。
【００５３】
【発明の効果】
　本発明の再生方法は、可変速再生可能な記録媒体からデータを読み出して一時メモリに
記憶してから再生する再生方法において、上記記録媒体から再生される同期信号の有無を
検出するステップと、上記同期信号を検出したときに読み出されるデータの連続性を判断
するステップと、上記読み出されるデータに連続性があると判断された場合に、上記同期
信号が検出された後であり且つシステムクロックに同期した同期信号が生成される前の所
定の期間以内に、上記一時メモリに上記データを書き込むことを許可する第１の許可信号
を出力するステップとを備えたので、第１の許可信号の生成のタイミングの自由度を広げ
ることができ、さらに、第１の許可信号のタイミング管理が緩やかになるので割り込み処
理が不要となり構成および処理を簡単化することができるという効果を奏する。
【００５４】
　また、本発明の再生方法は、上述において、上記再生は、上記記録媒体から上記一時メ
モリに書き込まれたデータを読み出すステップと、上記一時メモリに書き込みを行うステ
ップとを非同期にして行われるので、一時メモリによりジッターを吸収する幅を考慮した
場合においても、第１の許可信号のタイミング管理を緩やかにすることができるという効
果を奏する。
【００５５】
　また、本発明の再生方法は、上述において、上記データを書き込むことを許可する第１
の許可信号を保持して上記保持された信号と上記一時メモリにデータを書き込むタイミン
グを示す信号との論理積をとるステップと、上記論理積をとった信号の終了点から所定期
間上記一時メモリにデータを書き込む動作を許可する第２の許可信号を出力するステップ
とを更に備えるので、制御手段は信号処理部にて生成したシステムクロックに同期した同
期信号を取り込んだり、監視したりすることなく、データの連続性判断の処理が終わった
ら、任意のタイミングで第１の許可信号を送ればよいため、制御手段は割り込み処理でシ
ステムクロックに同期した同期信号を取り込む必要もなく、厳格なタイミングで第１の許
可信号を送る必要が無くなくなり、第１の許可信号のタイミング管理を緩やかにすること
ができるという効果を奏する。
【００５６】
　また、本発明の再生装置は、可変速再生可能な記録媒体からデータを読み出して再生す
る再生装置において、上記記録媒体から再生される同期信号の有無を検出する検出手段と
、上記同期信号を検出したときに読み出されるデータに連続性があるか否かを判定する判
定手段と、上記記録媒体から読み出されるデータを一時的に記憶する一時メモリと、上記
読み出されるデータに連続性があると判定された場合に、割込処理すること無しに、上記
同期信号が検出された後であり且つシステムクロックに同期した同期信号が生成される前
の所定の期間以内に、上記一時メモリに上記データを書き込むことを許可する第１の許可
信号を出力する第１の許可信号手段とを備えるので、第１の許可信号の生成のタイミング
の自由度を広げることができ、さらに、第１の許可信号のタイミング管理が緩やかになる
ので制御手段に割り込み端子が不要となるとともにシステムクロックに同期した同期信号
を取り込む割り込み処理も不要となり構成および処理を簡単化することができるという効
果を奏する。
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【００５７】
　また、本発明の再生装置は、上述において、上記再生装置は、上記第１の許可信号出力
手段から出力された第１の許可信号に基づいて、上記一時メモリに上記記録媒体から読み
出されるデータを書き込むとともに、上記一時メモリから読み出されるデータを再生する
ために、上記データの書き込みとは非同期に上記一時メモリからデータを読み出すメモリ
制御手段を更に備えるので、一時メモリによりジッターを吸収する幅を考慮した場合にお
いても、第１の許可信号のタイミング管理を緩やかにすることができるという効果を奏す
る。
【００５８】
　また、本発明の再生装置は、上述において、上記メモリ制御手段は、上記データを書き
込むことを許可する第１の許可信号を保持する保持手段と、上記保持手段にて保持された
信号と上記一時メモリにデータを書き込み可能なタイミングを示す書き込み同期信号との
論理積をとる論理積手段と、上記論理積手段から出力される信号の終了後に所定期間上記
一時メモリにデータを書き込む動作を許可する第２の許可信号を出力する第２の許可信号
生成手段とを更に備えるので、制御手段は信号処理部にて生成したシステムクロックに同
期した同期信号を取り込んだり、監視したりすることなく、データの連続性判断の処理が
終わったら、任意のタイミングで第１の許可信号を送ればよいため、制御手段に割り込み
端子が不要となるとともに制御手段は割り込み処理でシステムクロックに同期した同期信
号を取り込む必要もなく、厳格なタイミングで第１の許可信号を送る必要が無くなくなり
、第１の許可信号のタイミング管理を緩やかにすることができるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態のデータ再生装置の構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の実施の形態のうちの許可信号生成回路の図である。
【図３】本発明の実施の形態のバッファＲＡＭへのデータ書き込みタイミングの生成を示
すタイミングチャートであり、図３ＡはＳＣＯＲ信号、図３ＢはＳＵＢ　Ｑ信号、図３Ｃ
はＸＱＯＫ信号、図３ＤはＱ出力信号、図３ＥはＧＲＳＣＯＲ信号、図３Ｆはアンド（Ａ
ＮＤ）回路出力、図３Ｇは許可信号である。
【図４】本発明の実施の形態のバッファＲＡＭへのデータ書き込みタイミング生成の動作
を示すフローチャートである。
【図５】従来のデータ書き込みの許可信号生成回路の図である。
【図６】従来のバッファＲＡＭへのデータ書き込みタイミングの生成を示すタイミングチ
ャートであり、図６ＡはＧＲＳＣＯＲ信号、図６ＢはＸＱＯＫ信号、図６Ｃはアンド（Ａ
ＮＤ）回路出力、図６Ｄは許可信号である。
【図７】従来のバッファＲＡＭへのデータ書き込みタイミング生成の動作を示すフローチ
ャートである。
【符号の説明】
１……光ディスク、２……スピンドルモータ、３……光ピックアップ、４……プリアンプ
、５……サーボ回路、６……信号処理部、７……ＲＡＭコントローラ、８……バッファＲ
ＡＭ、９……Ｄ／Ａコンバータ、１０……ＬＰＦ、１１……クロック生成手段、１２……
マイコン、１２ａ……割り込み端子ＩＮＴ、１３……ディスプレイ、１４……キー、７ａ
……反転（ＮＯＴ）回路、７ｃ……ラッチ回路、７ｄ……アンド（ＡＮＤ）回路、７ｅ…
…タイマ回路、７ｆ……メモリ書き込み制御ブロック
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